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TOP MESSAGE
トップメッセージ

　当社は、本年9月1日に創立50周年を迎えました。長きに渡り事業が
継続でき、50周年という節目を迎えることができたのは、株主様を 
はじめ、お客様、先人、関係各位の皆様のお陰様であり、有難く厚く 
お礼申しあげます。次の50年も当社の強みを活かして社会に貢献 
してまいります。
　株主の皆様には引き続きご支援賜りますようお願い申しあげます。

周年のご挨拶

代表取締役社長
内田 和弘

2021年3月期の上半期は、コロナ禍ながら売上高は対前年比ほぼ横ばい 
となり、営業利益および経常利益は、システム維持環境の最適化、生産性向
上の取組みが奏功し、増益となりました。

当社は、2021年3月期を最終年度とする3ヵ年の中期経営計画を策定し、 
既存事業の徹底した生産性向上によって収益性の向上を実現するととも
に、新たな市場・お客様へより収益性の高い事業を展開して、更なる事業の
成長を目指しております。

流通ITサービス事業のチャレンジ

流通ITサービス事業は、流通小売業のシステム開発等で
培った強みをベースにSAISOS（サイソス）からパブリック 
クラウドへの移行を開始しました。

グローバル基準のセキュリティ要件をクリアし、国内ベンダ
初の認定資格を取得しました。セキュリティ強化への貢献、 
そしてグローバルリテーラーシステムの担い手として新しい
技術を適用したサービスを提供しております。

パブリッククラウド 世界有数の大手小売業
+

Microsoft Azure

HULFT（ハルフト）事業のDX強化
HULFT（ハルフト）事業は、「AI」、「IoT」、「ビックデータ」など 

ITイノベーションによるDX（デジタルトランスフォーメーション）の 
取組みを強化し、クラウドに代表されるサービス型ビジネス
への成長を加速させています。

今年度より、リンケージサービスのモダンファイナンス 
サービス強化のため、財務・経理の請求書処理のデジタル化を
促進する完全ペーパーレス請求書オプションSAP Concur

（エスエーピー コンカー）および購買部門を含めた資金管理の 
デジタル化に貢献するSAP Ariba（エスエーピー アリバ）の 
新サービスを受注開始しました。両サービスを提供することで、 
リンケージ事業の強化・拡充を図ってまいります。

フィナンシャルITサービス事業は、カスタマーエクスペリ
エンスの向上を目的に、DX（デジタルトランスフォーメーション）
をリードし、コスト削減と事業品質の向上を支援しています。
顧客現場のペインポイントを当社の業務コンサルがきめ細やか
に分析し、各種RPA製品とHULFT（ハルフト）製品群のコラボ
レーションを用いた、システム導入からシステム運用まで幅
広いソリューションを提供しております。

リンケージサービス  財務経理部門 
　＋調達・購買部門
デジタル化支援

経営データ可視化
意思決定支援

モダンマネジメントサービス

BI/
ダッシュボード
・Tableau

：
拡大中

データ分析
・dataDiver

：

経費精算
請求管理
・Concur
：

調達管理
・Ariba
：

経理決算
・BlackLine

：

モダンファイナンスサービス

データ連携基盤

拡大中

【リンケージサービス体系】

リンケージ事業の拡充 フィナンシャルITサービス事業の新たなソリューション

◆クラウド

◆AI
･DataRobotアダプタ
･Tegakiアダプタ

◆IoT
･HULFT IoT v210

◆ビッグデータ
･HULFT DataCatalog

･HULFTクラウドストレージオプション
･WebConnect v300

･WebFileTransfer v321
･Google Cloud Platformアダプタ
･BOXアダプタ
･DataSpider Cloud v1.4

12/24リリース予定

加盟店管理
（アクワイアリング業務）

●加盟店審査
●加盟店管理
●精算

カード会員管理

Financial Services Platform

先端テクノロジー

つなぐ技術

提携先
企業

カード
ブランド

信用情報機関カード会員

加盟店

印刷会社

（イシュイング業務）

●入会審査・与信
●オーソリ・売上管理
●請求・回収
●ポイント管理

●AI/ML
●RPA
●Robotコール
●Bigdata

●HULFT
●DataSpider
●Cloud Integration
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売上高
（単位：百万円） （単位：百万円）

営業利益

経常利益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

上半期 通期

（単位：百万円） （単位：百万円）上半期 通期 上半期 通期

上半期 通期

連結業績ハイライト

科目 2020年3月期
（3月31日）

2021年3月期
上半期

（9月30日）

資産の部
流動資産
固定資産

19,577
13,168
6,409

20,270
14,562
5,707

負債の部
流動負債
固定負債

6,755
6,162

592

6,814
6,353

461
純資産の部 12,822 13,455

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

科目 2020年3月期
上半期

2021年3月期
上半期

売上高 11,455 11,169
売上総利益 4,410 4,515
販売費及び一般管理費 2,856 2,848
営業利益 1,553 1,667
経常利益 1,556 1,675
親会社株主に帰属する四半期純利益 1,375 1,351

連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科目 2020年3月期
上半期

2021年3月期
上半期

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,347 2,747
投資活動によるキャッシュ・フロー 21 △209
財務活動によるキャッシュ・フロー △590 △752
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 732 1,748
現金及び現金同等物の期首残高 8,867 9,560
現金及び現金同等物の四半期末残高 9,599 11,309

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

①DOE（自己資本配当率）10%を目安とする
②自己資本比率50%～75%を維持し、 

最適資本構成を目指す
③通期見通しの約1/2を中間配当とする

20

45
45

85

10

25

10

35

10

45

40

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

85
（予想）

40

2021年
3月期

（予想）

45
（予想）

5.2%

7.7%

10.6% 10.2%（予想）

5.9%

配当推移
中間

特別
DOE

期末

（単位：円）

HIGHLIGHTS
業績ハイライト

HULFT販売実績

◦純資産の増加により、自己資本比率は 
66.4％（前期末比＋0.9pt）に増加

◦お客様のIT投資見直し・抑制・先送りも 
当社事業は堅調に推移

◦事業活動プロセス改善・刷新により増益

製品実績

当第2四半期累計期間のポイント

配当方針

※1  出典：株式会社富士キメラ総研「2004-2010パッケージソリューションマーケティング便覧」「ソフトウェアビジネス新市場 2011-2020年版」 
＜ファイル転送ツール パッケージ・金額ベース＞2003年度実績～2019年度実績

※2  出典：株式会社富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場 2020年版」＜EAI／ESB SaaS・金額ベース＞2019年度実績
※3  2020年7月 日経BPコンサルティング調べ

※1 ※2 ※3

累計出荷本数

10,290 社超

導入社数



BUSINESS
ビジネス

「街ぶらサポートアプリ　ANGEL VOICE」
このアプリは、目の不自由な方が安心して街ぶらすることを目指して

作成した、リアルタイム画像解析アプリです。

ANGEL Dojoとは、1～3年目の若手社員が集まり、「日本を元気に
する」をテーマに擬似プロジェクトに取組みます。その中でAWSの持つ
カルチャーや開発手法、経験値を学んでいくという企画となります。

当社では、若手エンジニアが積極的に他流試合に挑戦し、学びと実践
で培った技術でこれからもビジネスに貢献してまいります。

AWS「日本を元気にする」APN Next Generation Engineer Leaders（ANGEL）Dojo
アライアンス賞 1位　ANGEL賞 2位

本受賞は、デジタルトランスフォーメーション（DX）
に積極的に取組み、3ヵ月という短期間で約53％の 
勘定照合を自動化し、経理・決算業務のリモート化・ 
効率化を達成したことが評価されました。

積極的な決算業務の効率化・
リモート化の実現により受賞

「Beyond the Black Tokyo 2020」プロジェクトアワード賞　受賞

グローバルテクニカルサポート新拠点開設

2020年5月より、ASEANのお客様に合わせたテクニカルサポートの
提供を開始しました。これまでは、翻訳して対応しておりましたが、現地
メンバーが英語で直接対応するにより、ASEAN地域のお客様への回答
までの時間を大幅に短縮させることができました。

また、新しい取組みとして、Zoomでのサポートサービスを開始して
おり、お客様には大変好評をいただいております。これにより、2拠点で、
24時間365日体制が実現できました。

当社は、これからも積極的にグローバル展開を推進してまいります。

Amazon Connect（アマゾンコネクト）を活用した
完全在宅サポートの実現により受賞

「2020年度 カスタマーサポート表彰制度」
奨励賞・新型コロナウイルス感染症対策特別賞　同時受賞

今年で4年連続の受賞となります。
また、コロナ禍におけるサポート業務の取組みが評価され、今年度

新たに創設された「新型コロナウイルス感染症対策特別賞」も同時に
受賞いたしました。引き続き、新しいサービス 
を通じてより多くのお客様と「つながり」、 
次の50年もお客様に選ばれ続ける企業となる
よう努力してまいります。



TOPICS
トピックス

SHAREHOLDERS SQUARE
株主スクエア

第68回　全日本実業団対抗陸上競技選手権
大会結果

船橋市に2件目となる農園を開園

　当社は、世界に挑み続けるアスリートが「競技生活」
と「社会人」それぞれの立場で自立できる環境を整備
して、ともに世界にチャレンジを続けていきたいと考
えています。今後の活躍にご期待ください。

　2020年3月期通期ビジネスレポートのアンケート 
に、多くの株主様からご回答を頂戴いたしました。 
誠にありがとうございました。株主の皆様から 
寄せられたご意見・ご感想につきましては、可能な 
限りお応えして、今後もより一層充実したビジネス 
レポートの作成に努めて参ります。以下では、お寄せ 
いただきましたコメントを一部掲載しております。

　2020年4月より、当社の取組みを社員が語るYouTube 
チャンネル「赤坂SISCOスタジオ（略してシス☆スタ）」
を立ち上げました。社内のデジタルトランスフォー
メーション（DX）への取組みを、動画を活用してご紹介
してまいります。

　当社のコロナ対応については、事例としてご紹介して 
おります。是非、下記よりご覧ください。

（写真 加藤 修也選手）
　当社は、障がい者の雇用を推進するために、2018年 
10月31日に屋内型農園「SISCO ファーム」を松戸市に 
開園しました。船橋市の農園は当社にとって2件目となり、 
様々なハンディキャップを抱える方が安心・安全かつ 
長期的に就労できる環境の整備に努める一方で、自立 
した生産者として当社が進める社会貢献・CSR活動の 
一端を担ってもらうことを目的としています。

「ITツールありきの在宅勤務（テレワーク）移行はうまく
いかない」組織風土の刷新を優先した大胆人事戦略で、 
働き方改革を導く
URL   https://www.hulft.com/casestudies/work-

style-reform

在宅勤務でコールセンター業務を実現できるのか？
場所・状況問わず、お客様に最大限のサポートを提供する
仕組みを構築
URL    https://www.hulft.com/casestudies/call-

center

社員の取組みや声を掲載してほしいです。1. コロナ対応の取組みも掲載ください。2.

加藤 修也 選手：46“85　3位
若林 康太 選手：48“18　5位

400m

若林 康太 選手：21“54　6位
200m

事業の内容
や特徴

次期の業績
見通しに

ついての説明

業績（実績）に
関する説明

33.4％
37.0％ 38.6％

製品・
サービスに
関する情報

28.6％

社会貢献
活動等の
CSR関係情報

9.3％

株主アンケート
結果報告

15.1％

その他

2.6％

今後充実を希望する情報

HULFT陸上部 「SISCO ファーム」



ビジネスレポート
2021年3月期（上半期）

https://home.saison.co.jp/

会社概要
商 号 株式会社セゾン情報システムズ

SAISON INFORMATION SYSTEMS CO.,LTD.
設立年月日 1970年9月1日
資 本 金 13億6,768万7,500円
従 業 員 数 749名（連結）、688名（個別）
本店所在地 東京都港区赤坂一丁目8番1号

会社情報 （2020年9月30日現在）

役員構成

* 社外取締役、社外監査役

常 勤 監 査 役 三宅　信一*
監査役（非常勤） 小川　憲久*
監査役（非常勤） 小林　隆博*

代表取締役社長 内田　和弘
取 締 役 栂野　恭輔
取 締 役 山本　善久
取 締 役 藤内　聖文
取締役（非常勤） 鈴木　孝一*
取締役（非常勤） 吉田　雅彦*
取締役（非常勤） 屋代　浩子*
取締役（非常勤） 末永　　守* 大株主

持株数（千株） 持株比率（%）
株式会社クレディセゾン 7,588 46.84
イーシーエム　エムエフ 4,458 27.52
イーシーエム　マスターフアンド
エスピーブイ　ワン 857 5.29

株式会社インテリジェントウェイブ 500 3.09
セゾン情報システムズ社員持株会 340 2.10
大日本印刷株式会社 307 1.90
吉田知広 194 1.20
協和青果株式会社 171 1.06
富士通株式会社 80 0.49
みずほ信託銀行株式会社 60 0.37

株式の状況
発行可能株式総数 ………………………………… 60,000,000株
発行済株式の総数 ………………………………… 16,200,000株
株 主 数 ………………………………………… 3,423名
※株主数は自己株式分も含まれています。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 4月1日から3ヵ月以内
配当金受領株主確定日 3月31日および中間配当を行う場合は9月30日
単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人
同 事 務 取 扱 場 所

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
電 話 照 会 先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社証券代行部
TEL:0120-288-324(フリーダイヤル)

株主メモ

株式情報 （2020年9月30日現在）

50TH ANNIVERSARY
50周年活動

CORPORATE DATA
コーポレートデータ

50周年記念冊子完成のお知らせ
これまでの50年を振り返り、これからの50年に向けた記念冊子が完成しました。
周年特設サイトから年表や当社の歴史をご覧いただけます。冊子ご希望の方は、
同封の「50周年記念冊子申込みのご案内」はがきにてお申込みください。

URL  https://home.saison.co.jp/anniversary50/

▼階段ラッピング
▼周年特設サイト

▼展示ブース

記念冊子▶

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」 MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　9640

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしに
これ以外の目的に使用することはありません。 （1809）

kabu@wjm.jp




